毛呂山町の介護保険事業の特徴について

当町の高齢化率は令和2年度で全国平均、県平均より高い状況であるが要介護認定率は、年々増加しているものの令和3年5月末時点において、県内61保険者中18番目であり、全国1,565保険者中1,503番目と低い率となっている。また、在宅サービスの第1号被保険者一人当たり給付月額が低くなっている。

要因としては、週一回以上の通いの場の参加率が全国平均と比較して、2.4倍、県平均と比較して3.1倍となっており、介護予防事業として各地区で展開している「ゆずっこ元気体操事業」の効果が出ているものと考えている。

また、町内の医療機関が充実しており早期対応、重症化予防に繋がることで認定率及び給付月額が低くなっていると考えられる。

